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　　　　　誤解はどこから生まれるか

一留学生と日本人学生のコミュニケーション・

　　　　　　　ブレークダウンへの対処をめぐって一一

徳井厚子

1　は　じ　め　に

　コミュニケーションとは，ハウエルのことぽをかりれぽ，「自分と相手の間で協力してつ

くりあげてゆくジョイント・ベンチャー（合弁）」である。私たちの現実の会話は，観察す

ればわかるように，台本もなければ，リハーサルもない。すべて「その場勝負」である。し

かし，時として，私たちは，コミュニケーシ・ン上のトラブルのために相手を誤解してしま

ったり，また，傷つけてしまったりする。これは，母國語の話者同志の会話の場合もあるが，

異なる国同志の会話の場合も多い。特に後者の場合，それぞれの持つコミュニケーション・

スタイルの違いから誤解へと発展するケースは多いといえる。留学生と接していると，よく

「日本人と友達になりたいが，うまくコミュニケーションできない」「よく誤解されてしま

う」ということをきく。また，日本人側からも同じようなことをきく。このような：誤解の原

綿は何だろうか。実際の会話では，その誤解を取り除くためにどのような方法が用いられて

いるのだろうか。よりよいコミュニケーションとは何だろうか。

　本稿では，留学生と日本人の合同クラス「日本事情ゼミナール」での討論の記録をもとに，

留学生，日本人がコミュニケーション・ブレークダウンに直面した際に，どのように修正を

試みようとしているかを観察し，よりよいコミュニケーションとは何かについて考えていき

たい。

II　コミュニケーション・ブレークダウンとは何か

　　　　1　コミュニケーション・ブレークダウンの定義と分類一先行研究から一

　仁科他（1994）では，コミュニケーション・ブレークダウンの定義を，「それまで垂直な

方向（vertlca1）に流れていたコミュニケーションが停滞し，コミュニケーションの流れが

水平な方向（horizontal）に移る状態」とし，次のように明示的，非明示的という分類で考

察を進めている。

・明示的なコミュニケーション・ブレークダウン

　対話者の双方がブレークダウンの発生に気づき会話の修得を行う場合と話し手か聞き手の

　どちらか一方が気付き，修得をリードする場合がある。

＊非明示的なコミュニケーション・ブレークダウン

　双方が気付かずブレイクダウンが修得されないまま，あるいは対話者のどちらか一方が修

　得を試みたものの，それが成功しないままコミュニケーションがすすめられていく。
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　また，「日本語百科大事典」では，「コミュニケーションの結果としての誤解」を，次のよ

うに表層的誤解，深層的誤解に分けている。

・表層的誤解

　1）聞き（読み）間違え

　2）同音異義語

　3）文脈の誤り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く）

　　　　　　　　　　　　　　　図1　ブレークダウンの分類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成功　（明）　ケースa
　　　　　　　　　　　　　　修正を／

　　　　　双方　／　　試みる＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失敗　（非）　　　　b

　　　　　気付く
　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　試みない　　　　　　（非）　　　　c

　　　　　　　　乱物み慨を／潮（明）　d
　　　　　　　　　　　　／

＿＝1で賄

　　　　　　＼　一　一・

　　　　　　　　聞き手のみ　修正を　　　　成功　（明）　　　　g

　　　　　　　　やく＿、

　　　　　　　　　　　　　　試みない　　　　　　　（非）　　　　i

　双方　　　　　　　　試みない一失敗　　（非）　　　　j

　気付かない

＊（明）は明示的ブレークダウン（仁科他の定義による）、（非）は非明示的ブレークダ

ウン（同）の略であるQ
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・深層的誤解

　1）皮肉や逆説が通じない。

　2）誘導体質問，助け船の意図の意味をとり違える。

　3）送り手の発汗を文義どおりに解さず，裏に鋼の意味が潜んでいる，と誤解する。

　本稿では，仁科他による「コミュニケーション・ブレークダウン」の定義に基づき，考察

をすすめる。

　　　　　　　　　　　　2　「修復の過程」を考慮した分類案

　仁科他（前出）では，ブレークダウンの種類を，明示的，非明示的の二種類に分けた。こ

れは，ブレークダウンを単に内容で分類したものでなく，修復をしたか，しなかったかとい

う点に焦点が置かれている点で意義があると思われる。しかし，「修復されたか，しなかっ

たか」という結果に重点が置かれており，「修復の過程」に重点を置いた場合にはこの分類

をさらに細かくする必要があるのではないかと思われる。実際の会話では，ブレークダウン

に気付いても修復を行わない場含もあれぽ，ブレークダウンに気付き，修復をおこなったが，

成功しなかった場合もある。また，ブレークダウンに気付かず，修復を行わなかった場合も

ある。仁科他では，これらのケースはいずれも結果的に修復がおこなわれたものではないた

め，「非明示的ブレークダウン」に分類しているが，これらは「修復の過程」という観点か

ら考えた場合，別のものとして分類できるのではないかと考えられるのである。

　「修復の過程」という観点に重点をおいてブレークダウンを分類する場合，次の点を考慮

にいれる必要がある。

　1　ブレークダウンの発生に気付いたか，気付かなかったか

　2　修復を試みたか，試みなかったか

　3　修復に成功したか，しなかったか

　本稿では，以上の点を考慮して，ブレークダウンのプロセスを図1（前ページ）のように

分類する。

　本分類では，ブレークダウンをa～」の！0タイプに分類した。以下では，実際の授業の討

論の中で，これらのケースが日本人学生と留学生にどのようにあらわれたか，事例を中心に

検討していきたい。

田　実際の授業にみるコミュニケーション・ブレークダウンとその対拠

　　　　　　　　　　一留学生，圓本人学生の合岡授業から一

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　調査対象

　本稿では，留学生，日本入学生の合同授業「日本事情ゼミナール」における討論の録音テ

ープの記録をもとに，ブレークダウンの事例を検討する。

　必聴事情ゼミナール」は，留学生と日本人学生合同による，討論中心の授業である。学

生数は約50名であり，（うち約半数は日本人学生である）次のように授業をすすめている。

　1　田本人学生，留学生岡三による含同チームを編成する

　2　合岡チームによる共同研究を行う
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　3　合同チームの発表をおこなう

　4　全体討’論をおこなう

　尚，実際の授業では3，4をおこなっている。本稿でとりあげる討論の事例は，4の全体

討論（6時間分）を録音したものである。

　また，受講している留学生は，いずれも学部一年生であり，日本語力は中級～上級である。

国籍は以下のとおりである。

　マレーシア，中国，台湾，韓国，香港，インドネシア，ラオス，タイ，スリランカ，マカ

オ，ベトナム

　　　　　2　覇ミュニケーション・ブレークダウンとその対処の事例の検討

　本節では，表1のブレークダウンの分類をもとに，実際の討論にみられた事例を，留学生，

臼本人学生のそれぞれのケースに分けて検討し，留学生と臼本人学生とでは，ブレークダウ

ンへの対処の特徴がどのように異なっているか，についてみていぎだい。

　尚，Fは留学生，　Jは日本人学生をあらわす。

　　　　　　　　　2－1　留学生にみられるブレークダウンへの対処

　a　ブレークダウンに双方（話し手，聞き手とも）が気付き，修正を試み成功した場合

　このケースは，話し手，聞き手下にブレークダウンに気付いている。話し手である留学生

が，自分自身のブレークダウンに気付き，例えば，「何といったっけ」など，「修正を試みて

いる」表現や，聞き返しなど，「戸惑い」をあらわす表現を使うことによって，聞き手に

「修正を試みている」ことを伝え，聞き手の助けによって修正がおこなわれた場合も含まれ

る。実際は「何といったっけ」という表現を知らず，「何と言う」「何か」といった表現が用

いられる場合もあった。具体的には，②のように同国人同志による修正もよくみられた。こ

れは「何をいおうとしているのか」が同じ母国話者同志でよく理解できるためであろう。

①F：みんな人間だから，ただ先生と生徒と生徒の関係じゃなくて，友達のようなひとり

の男になるか。先生は，何と言えばよいかなあ……∫：先生と生徒の関係だけじゃ，つめた

いよね。こう，もっと親しみのある関係って大切ってそういいたいんだよね。F：そうそう。

②F1：そして，マレーシアは挙国だから，ヤシ～皆ヤシを知っている。　F2：ヤシの

木。

　b　双方が気付き，修正を試み失敗した場合

　このケースは，話し手も聞き手もブレークダウンに気付き，修正を試みるが，留学生の日

本語の表現力が不足しているため，意図している「語」が何をあらわしているのか，他の聞

き手に通じず，修正に失敗したケースである。このケースは，国手にザ修正を試みようとす

る」意図は伝わったが，どう修正したらよいかわからずに失敗した場合が多い（④）。ある

いは，相手に助けてもらったが，正しい修正が行われなかった場合も含まれる（③）。

③F1：これをみたら皆が……F2：かわいいと思っています。　F1：かわいいではない

です。

④でも，日本でも，例えば60年，70年の，あの時の，資本主義の，社会主義の，何という

……
i沈黙）
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　c　双方が気轡き，修蕉を試みなかった場合

　このケースは，話し手も聞き手のブレークダウンに気付いているが，修正を試みなかった

ケースである。例えば，留学生の日本語の発音の不明瞭さや，スピードの遅さ，文法の誤り，

不適切な表現など，「気付いて」はいるが，「黙認」しているケースである。これらは，ディ

スカッションの内容には直接影響を及ぼすものではない要素の場合が多い。

⑤F：霧は，いま，しゃべれないということだよ。そういうことだよ。

⑥F：マレーシアでは，ぼくにとって男女差別はあまりみえないでしょ。

　d　話し手のみ気付き，修正を試み，成功した場合

　このケースは，留学生が話し手となっている際，自分自身の使っている表現や文法上の誤

りや，自分自身のブレークダウンに気付き，修正を行った場合である。自分自身で言い直す

などの方法で修正する場合がふくまれる。

⑦F：（料理は）ふだんはお母さんが，母がつくるんだけど……

⑧F：そして中身はココナツの汁P　ココナツのミルクをつくれる。

⑨F：あの，何か，全体的な意見が，意見を聞きたい。

　e　話し手のみ気付き，修正を試みるが，失敗した場食

　このケースは，留学生が話し手となっている際自分自身のブレークダウンに気付き，修正

を試みようとするが，うまく修正できなかったケースや，修正のストラテジーをうまく使う

ことができず，聞き手に「修正を試みている」ということが伝わらず，失敗したケースであ

る。すなわち，「どう言ったらいいかわからないんですけど」「何といったっけ」「こんな言

い方でいいんでしたっけ」「別のいいかたありましたっけ」といった日本語のメタ雷語的な

表現を習得していないために「修正を試みようとしている」意図が聞き手に伝わらず，修正

を助けてもらうこともできなかったケースである。

⑩F＝アメリカやイギリスなどのタバコの産業がバー・ハイ・ファンP……（笑い）とかど

んどんと流しているんですね。

⑪F：なんか，それは著た麟が，一番，あの，何か，おぽ，おぽ……

　至話し手のみ気付くが，修正を試みなかった場合

　このケースは，eと共通点が多いが，　eと異なる点は，　eが修正を試みようとしたのに対

し，fでは修正を試みようとしなかった点である。すなわちブレークダウンに気付いていな

がら，あきらめてしまっているケースである。次の例は，説明のための語彙力が不足してい

たため修正を試みなかったケースといえる。

⑫F：たとえぽ，果物のなかで，時期がある果物とない果物があるの。……それを説明する

のはちょっとむずかしいと思う。

　9　聞き手のみ気付き，修正を試み，成功した場合（留学生が聞き手の場舎）

　これは話し手が日本人学生（または留学生）の場合，話し手はブレークダウンに気付かず，

聞き手（留学生）によって修正が試みられたケースである。これは，聞き手が話し手に質問

をしたり，聞き返しをすることによって話し手にブレークダウンを気付かせ，修正を促した

場合などである。
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　この場合，「わかりません」「もう一度いってください」等と書う表現で，相手に質問し修

正を促しているケースがみられた。たとえぽ，日本人の曖昧な表現に対し，このように発癌

することによって「設い直し」を要求するケースである。しかし，このように素手に修正し

てもらうための要求の表現に乏しいため，hのように失敗してしまうケースもみられる。

⑬J：就職するにあたって資格が必要なところへ行きたい方はP　F1：すみません，もっ

と声，大きく。F2：ことばの意味の問題じゃなくて，質問の……どうやって答えたらいい

か，わからないんですよ。J：自分の国にもどられる方は，就職するにあたっては資格が必

要なところもありますよね。コンピューター・とか……そういうのがありますが，就職する時

にはそういう企業にいきたいかちょっと話していただきたいんですが……

⑭J：B本の社会についてはどういう印象を一・・F：暇本の社会P

　h　聞き手のみ気付き，修正を試みたが，失敗した場合（留学生が聞き手の場合）

　これは，9のケースで留学生による修正が試みられたが，失敗したケースである。失敗の

原霞は，9でものべたとおり，相手に修正を要求する表現に乏しいことなどである。また，

次のケースのように聞き手による修正の内容が不適格である場合も含まれる。（⑮）では，

聞き手であるF2がF1のいいたいことを予測して修正したつもりが，間違っていたケース

である。）

⑮F1：これを見たら，皆……F2：かわいいと思います。　F！：かわいいではないです。

⑯F：すみません，日本と違う……」：はいP　F：なんか，指定された教科書とかそうい

う……∫：そういうようなことを決める機関がありましたとかいう……F：違うわ。

　i　聞き手のみ気付き，修蕊を試みなかった場合

　これは，聞き手のみがブレークダウンに気付いたが，相手に対して「もう少し簡潔におね

がいします」やヂもっと簡潔に言っていただけまぜんか」「具体的に言っていただきたいん

ですが」のような，ブレークダウンを修正する表現を知らないため，修正がなされないまま

になってしまったものなどが含まれる。この場合，質問や聞き返しをしないため，聞き手は

話の流れを理解できないまま，話がすすんでしまう。また，聞き手が適当なタイミングをみ

はからって質問できなかったケースも含まれる。

⑰」：早い人は，幼稚園から私立など，慶応とかそういうところへいったり，他の国では，

私立の学校などで，そういうものがありましたかP　（沈黙）

　j　双方が気付かず，修正を試みなかった場合

　これは，話し手，聞き手共にブレークダウンに気付かずに進んでしまうケースである。こ

れは「無意識なレベルでのブレークダウン」ということができるだろう。

　次の例は，留学生の話すスピードが遅いため，留学生が言い切らないうちに聞き手の日本

人があいつちをうち，お互いにブレークダウンに気付かずに話の内容を誤解していたケース

である。

⑱F：田本と違うのは，大学は7蒔半から，12時まで。∫：夜P　F：違う，午前中。

」：いいねえ，へえ，うらやましい。F：朝7時30分から，12時前で。また，午後，1時か

ら5時まで。」＝また，午後もやるのP（笑い）
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　この場合，日本人は留学生が「大学は7時半から始まり，12時に終わる」といっていると

理解していた。しかし，留学生は「午後5時までやる」といいたかったのである。

　　　　　　　　　　2－2　E島人学生のブレークダウンへの対処

　a　双方が気付き，修正を試み，成功した場合

　これは，語彙の難しさや，スピードの速さなど，比較的目に見えやすいため，ブレークダ

ウンに気づきやすく，修復の容易なものが多くみられた。ここには聞き手による聞き返しや

質問により，修正がおこなわれるものも含む。

⑲F：文部省P　J：（黒板に書いて説明する。）

⑳J：日本に来た時，日本の社会とか，こういうことについて，どういう印象を持ちました

かP　F：社会，というと何か広く見えるんですけれども，社会というとあまりぽっと……

J：あの，たとえぽ，社会生活とか，そういうことですが。

　b　双方が気付き，修正を試みるが，失敗した場合

　これは，aの方法で日本人学生が修正を試みたにもかかわらず，修正に失敗したケースで

ある。B本人学生の方は，易しい語におきかえたつもりが，留学生にとってはむずかしかっ

たり，わかりにくい語彙を板書しても，留学生の方は書かれた漢字が読めなかったり，スピ

ードをおとしてゆっくり話しても，なお留学生には理解できなかったり，というケースであ

る。この場合，留学生の方から聞き返しがある場合は修正が可能となる。（このケースはa

のケースになる。）

⑳J：授業の内容について，他の外国藷の授業でもいいですから，ほかの国の人たちがどう

いうふうだったか知りたいんですけれども。F：すみません，質問の意味がよくわからない

んですけれども。J：すみません，えっと，小，中のころの授業の内容というか，日本で文

部省というものが，教育のいろいろな事を決めているというのをご存じですかP

F：文部省P

　c　双方が気付くが，修正を試みなかった場合

留学生の場合の。のケースと同様

　d　話し手のみ気付き，修正を試み，成功した場合

　これは，日本人学生が話し手となっている際，自分自身の日本語が原因でブレークダウン

がおこっているのに気付き，修正をおこなったケースである。「～ですよね」のような確認

の表現が用いられている場合が多い。

⑳」：とりあえず，日本人は，無関心なんです。……わかりますかP

⑳」：日本では，最近つめこみ勉強ってことがよくいわれてるんですね。つめこみ勉強って

意味，わかりますP　だいたい感じ，わかってもらえますP　まあ，受験のためにどんどん

どん知識ばっかりを，こう，いれていくんですね……

　e　話し手のみ気付き，修正を試みたが，失敗した場合

　これは日本人学生が話し手となっている際，自分自身で修正をこころみたが，失敗したケ

ースである。具体的にはbのケースと同様であるが，bと異なる点は，聞き手はブレークダ

ウンに気付いていないために，（あるいは修正を促すための方法を知らないため）聞き返し
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をできない点にある。次の例は，日本人が「偏差値」という言葉についてわかりやすく説明

したつもりが，留学生とっては不十分だったケースである。

⑳∫：他の国では，偏差値とか，そういうものは，ありましたかP　（沈黙）

∫：内容をいえぽ，とりあえず，テストの成績によって入れる学校が違うということですけ

れど。　（沈黙）

　f　話し手のみ気付いたが，修正を試みなかった場舎

　これは日本人学生が自分自身が原因でブレークダウンがおこっていることに気付いてはい

るが，修正を試みようとしなかったケースである。これはaのケースのように容易に直せる

ものでない場合が多い。例えば，討論の最中，留学生は非常に積極的に参加していたのと対

照的に，特に最初に意見をのべる際，日本人学生の場合，非常に消極的である場合が多かっ

た。この多くの場合，その日本人自身は気付いてはいるが，身に付いてしまった習慣を簡単

にかえることができず，ブレークダウンに気付きながら修正を試みない。

⑳J：何か，いいたいことのある人は，言って下さい。（沈黙）」：だれでもいいので，思

いを……（沈黙）

　9　聞き手のみ気付き，修正を試み，成功した場合

　これは，話し手（田本人学生または留学生）はブレークダウンに気付かず，聞き手（日本

人学生）のみが気付き，修正を試みて成功したケースである。他に，聞き手が話し手に質問

する形で修正を促し，成功した場合などがあげられる（⑳）。具体的には，留学生のいいた

いことを書い直したり（⑳），まとめ識したり，繰り返したりするケース（⑳，⑳）がみら

れた。また，⑳のケースにみられるように留学生のいいたい答えを先取りして答えているケ

ースもみられた。⑳の場合は，聞き手であった」2が，FがJ1の「～かなあと思って」と

いう表現が質問であることに気付かないでいることに気づき，∫1の質問を修正し，もう一

度わかりやすく幽い直しているケースである。

　聞き手が話し手に質問する場合は「もっと具体的にいってもらえませんか」「もっと簡潔

にいっていただけますか」など，かなり具体的な質問の仕方をしているケースがみられた。

⑳F：ちょっと聞きたいことあるんですけれど，え一つとね，最近はτVとは，ニュースと

か，女性の大学卒業は仕事入りにくいでしょP　で，日本のかたは，どう思いますか2

J：今，国本では，女性が就職困難で，それについてどう思いますかっていう質問をしたい

んですけれど。

⑳F：一部の人は，しゃべれないと思います。J：しゃべれない。

⑱∫1：中国では，第二外国語はありますかP　F：え……第二外圏話は……Jl：英語だ

けP

⑳F：タバコのCMは，今までは，禁止しています。国内産業に対しては，今までは，米と

か日本とか外国のCMしかやったことはありません。お酒の方は……やります。∫：……と

いうことは，中国のタバコ産業はCMをしていない。アメリカの産業のCMはする。

⑳F：あなたは，先生が，先生の責任をどのくらい持っていると感じますかP　J：どうい

うふうに答えたらいいんですかP　どのくらいって数字で答えたらいいんですかP
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⑳J1：日本では，英語はできるけど，しゃべれない先生が結構いると思うんですよ。他の

国では，どうなっているのかなあ，と思って……F：日本で，英語を発音する濤寺は，子音と

母音を発音するでしょ。話すとき，外国人はわからなくなつちゃうと思います。」2：今，

質問があったように，他の国では先生がちゃんとしゃべれるのかなあ，という疑閾をもった

みたいなんですけれども，だれか，それについて答えをだしてあげてください。

　h　聞き手のみが気付き，修正を試みたが，失敗した場合（注’〉

　この場合は，9で修正が試みられたが，失敗したケースである。失敗の原因は，留学生が，

日本人学生の「修正を促すための質問」の語彙を理解できなかったことなどがあげられる。

⑫のケースは，臼本人の問いに対する留学生の答えが，日本人の期待に反して短かったため，

日本人がもう一度質問をし，修正を促そうと試みたのであるが，留学生の方はその意図がく

みとれなかったケースである。これは，留学生の語彙が少ないため，説明が十分できなかっ

たことも原國と考えられる。

⑫J：それじゃまず，台湾のコマーシャルについて。F：台湾では，コマーシャルすること

はあります。（沈黙）J：あるんですかP　タバコとかお酒とかだしてきて……F：はい。

（沈黙）

　i　聞き手のみが気付いたが，修正を試みなかった場合

　これは，聞き手（日本人学生）のみがブレークダウンに気が付いているが，修正を試みよ

うとしなかったケースである。

　このケースは前にのべたように留学生の日本語の文法力や語彙力，発音の問題に気付きな

がら直さなかった場合も含まれる。一方，留学生の表現の不自然さ（丁寧体を使わなかった

り，質問に対する答えが不十分など）に「笑う」という形で対応しているケースが多くみら

れた。この場合も，iのケースに含まれるといえる。

　また，談話レベルのブレークダウンでは，留学生の場合，話の流れがわからず，突然別の

話題を話し出すというケースや，会話へのわりこみなどもみられた。しかし，日本人学生の

これに対する反応は，笑ったり，相手のペースに合おせていた場合が多かった。相手の発轡

をストップしたり，もとの流れにもどすということを避け，修正を試みなかった場合が多い。

⑬F：鱈は，6年問勉強したというけど，どれくらい点数はとれるの？今，しゃべれない

ということだけど，努力次第だよ。そういうことだよ。（笑い）

⑭F：韓国の制度は，日本と同じです。幼稚園から大学院まで。（笑い）

　｝　双方が気付かず，修正も行われなかった場合

　これは，「無意識な」レベルでのブレークダウンである。これは特に日本人が話し手の場

合，表現の曖昧性など，「無意識」なレベルで身につけている部分がブレークダウンとなっ

ている場合が多い。次のケースは，日本人の「……ですけれども……」という表現を，留学

生側は質問の意味でとらえず，「逆接」の意味でとらえたため，ブレークダウンがおきたと

考えられるが，双方がブレークダウンに気づかなかった場合である。これは，臼王入は「正

しい」日本語を話しているつもりであるが，聞き手の留学生にとっては理解できないにもか

かわらず，「なぜ理解できないのか」「どこを直せば，よいか」がわからないケースである。
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このケースは，「どの様に修正すれぽよいか」という修正のストラテジーを身につける以前

の問題であるといって良いであろう。この種のブレークダウンは，日本人学生が母語として

の臼本語を身につけていく中で無意識に習得してきた部分である。自分自身の話している母

語を客観的にみつめ，ブレークダウンに気付くことは大切であろう。また，漏本人側が，話

すことに夢中になり，自分自身の使っている語彙が難しいことにきっかなかったりした場合

も含まれる。

⑯∫＝あと，とにかく，日本人の特徴は2　と皆で考えて言ってほしいな，と思ったんです

けれども……（沈黙）

⑯：このことについて，皆さんの園で，どうだったんでしょうか，というか，こんな感じだ

った，というのをでぎれぽぎきたいんですけれども。（沈黙）

W　よりよいコミュニケーションとは一まとめにかえて一

　以上，本稿では，日本人学生と留学生がそれぞれ，コミュニケーション・ブレークダウン

に直面した際，どの様に対処してきたかについて事例を検討した。

　留学生の場合は，「修正を促すためのストラテジー」すなわち「戸惑いの表現」や，相手

に対して適切な表現で聞き返したり，質問するなどの，いわゆる「修正を助けてもらう表

現」が不足しているために修正が行えないケースがみられる。実際に「ブレークダウン」に

気付いていても，その修正を促すための表現力に乏しいため，修正がおこなわれなかったケ

ースが多いのである曜）。留学生にとって，よりよいコミュニケーションのために，「修正を

促すためのストラテジー」を身につけていくことは重要な課題である。

　これに対して，日本人学生の場合は，比較的容易に直しやすい留学生の語彙力の不足など

は積極的に修正をおこなうが，わりこみなどの談話レベルでのブレークダウンの修正に対し

ては消極的である場合がよくみられた。すなわち談話レベルの「修正」のために自らが会話

の流れを変えたり，遮ったりすることに抵抗を感じるためのようである。また，自分自身の

話す「日本語」に関して，曖昧性など，無意識に習得している部分でブレークダウンがおこ

っている場合，それに気付かないケースもみられた。田本人にとっては，撫意識に」習得

してきた母国語を客観的に見る眼を養うことは大切である。

　よりよいコミュニケーションとは何だろうか。本稿では，留学生と日本人学生がそれぞれ

ブレークダウンにどのように対処してきたかについて検討してきた。ブレークダウンに直面

したときに大切なのは，まず，どこに問題があるかということに気付くことである。そして，

修正が必要な場合，修正を試みる意思をもつことが大切である。さらに修正をするためにど

こを直せばよいか，ということとどのように直せばよいか，という方法について知ることは

大切である。本稿が，留学生と曝本人とのコミュニケーション・ブレークダウンの解決に少

しでも役立つことができれぽ幸いである。

注

（1）次のケースはディスカッションが険悪なムードになった際，檬本人学生がr衝突」を回避する
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　ことによって修正を試みたケースである。これは，聞き手が修正を試みたケースといえるが，「成

　功」「失敗」いずれかに分類することは困難なケースといえよう。

　F：今の話題については，しゃべらない方が，いいですよね。（沈黙）

　∫二日本の皆さんも，そういった意見を無駄にしないで，前提において……

（2）ネウスプトニーは，「外国入の場合に，最も問題になるのは，コミュニケーション問題に対薗す

　る時，例えば適当な単語をもっていない時とか間違えて誤解されそうな場合の処理である。母国

　語だと話し手は上手に『操作のルール』を適用できるが，外国人だと，必要な表現『何だったけ謁

　『別のことばでいうと……』など，欠けているせいもあり，ただだまりこんで訂正できないことが

　多い」とのべている。
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